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市議会だより　9月号 い
わ
ぬ
ま

2
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い
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と
い
う
と
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の
た
め
に
・・・
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迎
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市議会だより　9月号

平成28年第3回（6月）定例会
 6月14日から23日まで

　議案等に対する議員の賛否状況と審議結果
○…賛成、×…反対、除…除斥

議案番号

会派名・議員氏名

審議した議案等

いわぬま
アシスト 岩沼政策フォーラム

長
田　

忠
広

渡
辺
ふ
さ
子

酒
井　

信
幸

布
田　

恵
美

審議結果大
友　
　

健

須
藤　
　

功　

植
田
美
枝
子

沼
田　

健
一

飯
塚　

悦
男

菊
地　
　

忍

国
井　

宗
和

佐
藤　
一
郎

佐
藤　

剛
太

佐
藤　

淳
一

髙
橋　

光
孝

布
田　
一
民

櫻
井　
　

隆

森　
　

繁
男

承認１号 専決処分・岩沼市固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例（一部改正） ○ ○

議
長
に
つ
き
表
決
権
が
あ
り
ま
せ
ん（
※
１
）

○ ○ ○ ○ 原案承認

承認 2号 専決処分・岩沼市市税条例等（一部改正） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案承認

承認 3号
専決処分・東日本大震災に伴う国による避難指示等対象地域からの転入世帯に係る岩沼市国
民健康保険税の減免に関する条例（一部改正）

○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案承認

承認 4号
専決処分・東日本大震災に伴う国による避難指示等対象地域からの転入者に係る岩沼市介護
保険料の免除に関する条例（一部改正）

○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案承認

承認 5号 専決処分・平成27年度岩沼市一般会計補正予算（第7号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案承認

承認 6号 専決処分・平成27年度岩沼市国民健康保険事業特別会計補正予算（第3号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案承認

承認 7号 専決処分・平成27年度岩沼市後期高齢者医療特別会計補正予算（第3号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案承認

承認 8号 専決処分・平成27年度岩沼市介護保険事業特別会計補正予算（第4号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案承認

承認 9号 専決処分・平成27年度岩沼市公共下水道事業特別会計補正予算（第5号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案承認

議案47号 岩沼市地方活力向上地域における固定資産税及び都市計画税の不均一課税に関する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案48号
岩沼市復興産業集積区域における固定資産税及び都市計画税の課税免除に関する条例
（一部改正）

○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案49号 岩沼市監査委員の選任につき同意を求めること ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同　　意

議案50号 町及び字の区域を変更すること ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案51号 町及び字の区域を変更すること ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案52号 平成28年度岩沼市一般会計補正予算（第2号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案53号 平成28年度岩沼市水道事業会計補正予算（第1号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案54号 工事請負契約の締結（東部地区防災コミュニティセンター新築工事） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

発議 3号 植田美枝子議員に対する懲罰 × 除 ○ ○ × ○ ○ 陳　　謝

発議 4号 大友健議員に対する懲罰 継続審査

意見 2号 国に対し、核兵器全面禁止のための決断と行動を求める意見書 ○ ×
※
１

× ○ ○ ○ 否　　決

請願 2号 議会の情報発信と情報通信技術（ＩＣＴ）活用の推進についての請願 × ○ ○ × ○ ○ 採　　択

議員派遣 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 決　　定
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市議会だより　9月号

一

問

一

答

方

式

に

よ

る

一

般

質

問

問　

市
民
か
ら
の
税
務
相
談
に
お
け
る

基
本
的
ス
タ
ン
ス
と
し
て
、
完
納
に
向

け
て
生
活
再
建
を
含
む
丁
寧
な
納
税
相

談
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
か
。

総
務
部
長　

そ
の
通
り
だ
と
思
い
ま
す
。

納
税
者
に
は
親
切
な
態
度
を

問　

税
務
運
営
方
針
に
は
、
納
税
者
に

対
し
て
親
切
な
態
度
で
接
し
、
納
税
者

の
主
張
に
十
分
耳
を
傾
け
、
一
方
的
な

批
判
を
受
け
る
こ
と
が
な
い
よ
う
細
心

の
注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

あ
る
が
い
か
が
か
。

総
務
部
長　

税
務
運
営
方
針
と
し
て
は
、

税
法
を
適
正
に
執
行
し
、
租
税
収
入
を

円
滑
に
確
保
す
る
こ
と
で
、
納
税
者
の

方
が
自
主
的
に
納
税
義
務
を
遂
行
す
る

た
め
の
配
慮
を
行
う
こ
と
と
理
解
し
て

い
ま
す
。
基
本
的
な
態
度
と
し
て
尊
敬

を
持
っ
て
接
す
る
、
細
か
な
配
慮
を
す

る
こ
と
を
徹
底
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

問　

納
税
が
困
難
に
な
っ
た
時
の
救
済

制
度
で
あ
る
納
税
緩
和
措
置
を
説
明
し

て
い
る
の
か
。（「
納
税
の
猶
予 

」
＝
災

害
や
病
気
な
ど
で
申
請
し
、
１
年
以
内

の
納
税
の
猶
予
、
差
し
押
さ
え
解
除
の

申
請
、
延
滞
税
の
減
免
、
免
除
な
ど
。

「
換
価
の
猶
予
」
＝
既
に
督
促
状
が
送

ら
れ
て
い
る
方
で
、
猶
予
期
間
の
延
滞

税
の
２
分
の
１
免
除
。
差
し
押
さ
え
ら

れ
て
い
る
財
産
は
公
売
に
掛
け
ら
れ
な

い
。「
滞
納
処
分
の
停
止
」
＝
処
分
で

き
る
財
産
が
な
い
時
や
処
分
の
執
行
で

生
活
を
著
し
く
窮
迫
さ
せ
る
お
そ
れ
が

あ
る
時
な
ど
に
、
納
税
義
務
を
停
止
さ

せ
る
制
度
。
い
ず
れ
も
申
請
し
、
認
め

ら
れ
た
場
合
）

税
務
課
長　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
、
相
談
窓
口
に
来
ら
れ
た
方
に
は

具
体
的
に
説
明
し
て
い
ま
す
。

問　

説
明
し
て
い
る
数
は
多
い
の
か
。

税
務
課
長　

平
成
27
年
度
は
ゼ
ロ
で
す
。

問　

宮
城
県
地
方
税
滞
納
整
理
機
構
に

移
管
す
る
場
合
の
徴
収
困
難
事
案
の
基

準
を
伺
う
。

税
務
課
長　

滞
納
繰
越
分
の
累
計
額

（
50
万
円
以
上
）、
公
売
対
象
財
産
が
確

実
に
見
込
ま
れ
る
事
案
な
ど
で
す
。

問　

平
成
27
年
度
の
移
管
件
数
は
。

税
務
課
長　

60
件
で
す
。

◎
そ
の
他
の
一
般
質
問

・
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）

・
核
の
な
い
世
界

問　

市
営
亀
塚
第
一
住
宅
は
、
年
度
内

の
建
物
解
体
に
向
け
て
公
営
住
宅
の
用

途
廃
止
手
続
を
進
め
て
い
る
が
、
跡
地

の
利
活
用
は
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く

の
か
。

総
務
部
参
事　

地
方
創
生
の
推
進
と
し

て
市
内
全
域
に
お
い
て
魅
力
あ
ふ
れ
る

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
今

後
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
急
激

に
進
む
た
め
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

を
生
か
し
た
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
が

課
題
と
な
り
ま
す
。
地
域
の
課
題
な
ど

を
分
析
し
、
岩
小
学
区
の
ま
ち
づ
く
り

拠
点
と
し
て
利
活
用
を
考
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

問　

若
い
人
が
岩
沼
に
住
み
続
け
た
い
、

子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
と
し
て
、
子
育

て
支
援
施
設
を
整
備
し
て
は
ど
う
か
。

総
務
部
参
事　
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
」
で
は
、
結
婚
、
出

産
、
子
育
て
の
希
望
を
か
な
え
る
大
き

な
項
目
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
子
育
て
世

代
や
地
域
住
民
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ

き
、
跡
地
の
利
活
用
に
つ
い
て
子
育
て

支
援
機
能
も
含
ま
せ
て
検
討
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

安
心
な
子
育
て
環
境
づ
く
り

問　

跡
地
は
、
中
央
地
区
北
部
に
あ
り

利
便
性
が
見
込
ま
れ
る
。
ま
た
、
周
辺

に
は
新
興
住
宅
も
あ
り
一
時
預
か
り
や

お
母
さ
ん
と
一
緒
に
遊
べ
、
安
心
し
て

子
育
て
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
必
要
で

あ
る
。
近
く
の
亀
塚
保
育
所
は
、
築
42

年
の
古
い
施
設
で
あ
り
、
児
童
数
も
増

え
て
い
る
。
見
解
を
伺
う
。

市
長　

市
営
亀
塚
第
一
住
宅
は
、
駅
に

近
く
、
場
所
も
良
く
、
面
積
も
広
い
。

廃
止
ま
で
時
間
が
あ
り
ま
す
の
で
、
住

民
の
方
々
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
き
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

◎
そ
の
他
の
一
般
質
問

・
空
港
周
辺
地
区
の
企
業
誘
致

税
務
行
政

渡
辺 

ふ
さ
子

市
営
亀
塚
第
一
住
宅

跡
地
の
利
活
用

佐
藤　

一
郎

年度内に解体される予定の
市営亀塚第一住宅
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問　

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
岩
沼
は
、
ス
ポ
ー

ツ
や
イ
ベ
ン
ト
に
老
若
男
女
が
集
う
ほ

か
、
市
民
有
志
が
里
山
の
手
入
れ
や
遊

び
場
の
整
備
な
ど
参
画
し
て
い
る
素
晴

ら
し
い
施
設
で
あ
る
。
現
在
の
入
浴
施

設
の
利
用
時
間
（
午
前
10
時
か
ら
午
後

５
時
ま
で
）
以
降
の
夜
間
の
利
用
を
希

望
す
る
声
が
あ
る
。
利
用
時
間
を
延
長

し
て
は
ど
う
か
。

市
長　

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
岩
沼
は
、
利
用

も
少
し
ず
つ
伸
び
て
、
安
定
的
な
経
営

が
な
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
入
浴

施
設
の
利
用
時
間
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
の
経
過
を
踏
ま
え
て
検
討
し
て
い

ま
す
。

総
務
部
長　

入
浴
施
設
の
午
後
５
時
以

降
は
、宿
泊
者
の
利
用
が
増
加
し
ま
す
。

日
帰
り
入
浴
の
時
間
延
長
を
行
う
と
、

入
浴
施
設
と
宿
泊
施
設
の
良
好
な
事
業

運
営
と
い
う
視
点
か
ら
支
障
を
来
た
す

お
そ
れ
が
あ
る
と
考
ま
す
の
で
、
利
用

時
間
の
延
長
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

入
浴
利
用
時
間
延
長
検
討
を

問　

市
民
の
方
か
ら
、
入
浴
施
設
は
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
の
場
、
交
流
の
場
と
し
て

と
し
て
利
用
し
て
い
る
声
が
届
い
て
い

る
。
せ
め
て
夏
の
間
、
６
月
か
ら
９
月

ぐ
ら
い
の
期
間
、
利
用
時
間
の
延
長
を

試
行
的
に
行
っ
て
は
ど
う
か
。

総
務
部
長　

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
岩
沼
の
施

設
の
安
定
的
な
運
営
か
ら
、
ホ
テ
ル
の

運
営
を
安
定
的
に
行
う
こ
と
が
大
変
重

要
だ
と
思
い
ま
す
。
夏
場
は
宿
泊
客
が

３
割
く
ら
い
増
え
る
こ
と
か
ら
、
ホ
テ

ル
の
営
業
に
負
荷
が
掛
か
る
と
い
う
点

で
な
か
な
か
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

◎
そ
の
他
の
一
般
質
問

・
男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進

問　

県
道
岩
沼
蔵
王
線
と
市
道
朝
日
竹

の
里
線
の
交
差
点
が
で
き
た
こ
と
で
、

既
存
の
交
差
点
が
閉
鎖
さ
れ
た
理
由
は

何
か
。

建
設
部
長　

幹
線
道
路
同
士
の
交
差
点

と
な
り
、
宮
城
県
公
安
委
員
会
と
協
議

し
た
結
果
、
交
差
点
間
の
距
離
の
確
保

が
必
要
な
こ
と
や
歩
行
者
、
車
両
の
安

全
確
保
の
た
め
、
市
道
栄
町
堀
内
線
か

ら
の
交
差
点
を
閉
鎖
し
迂
回
す
る
こ
と

に
し
た
も
の
で
す
。

閉
鎖
の
説
明
が
遅
い
の
で
は

問　

閉
鎖
す
る
と
決
定
し
た
後
、
町
内

会
へ
の
説
明
が
遅
か
っ
た
と
感
じ
て
い

る
が
、
市
の
見
解
は
ど
う
か
。

建
設
部
長　

閉
鎖
の
１
年
前
に
は
説
明

を
し
て
い
ま
す
。
左
折
だ
け
で
も
で
き

な
い
か
と
検
討
し
、
き
ち
ん
と
し
た
情

報
を
基
に
説
明
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、
そ
の
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

問　

市
民
へ
の
説
明
を
、
で
き
る
だ
け

早
め
に
す
る
こ
と
を
提
言
し
た
い
。

　

交
差
点
が
閉
鎖
さ
れ
る
こ
と
で
、
交

通
の
流
れ
が
変
わ
っ
た
が
、
把
握
し
て

い
る
の
か
。

建
設
部
長　

本
路
線
の
地
区
外
か
ら
の

通
過
交
通
量
は
減
り
ま
す
が
、
住
民
の
車

両
が
増
え
る
こ
と
は
把
握
し
て
い
ま
す
。

問　

交
通
量
の
変
化
を
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
方
法
と
頻
度
で
確
認
し
て
い
る

の
か
。

建
設
部
長　

１
日
か
け
た
交
通
量
調
査

は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
道
路
パ
ト
ロ

ー
ル
な
ど
を
実
施
し
、
ま
た
、
近
隣
住

民
か
ら
の
意
見
も
伺
い
交
通
量
の
推
移

を
確
認
し
て
い
ま
す
。

問　

県
道
岩
沼
蔵
王
線
と
市
道
栄
町
堀

内
線
の
栄
町
二
丁
目
の
電
柱
移
動
の
時

期
は
、
い
つ
ご
ろ
の
予
定
か
。

土
木
課
長　

電
力
柱
や
電
話
柱
の
移

転
、
共
架
の
方
法
も
含
め
て
協
議
し
て

い
ま
す
。
移
転
方
法
や
移
転
費
用
な
ど

現
在
検
討
し
て
い
ま
す
。

問　

拡
幅
の
予
定
は
あ
る
の
か
。

土
木
課
長　
（
道
路
幅
は
）
北
側
よ
り

南
側
が
狭
く
な
っ
て
お
り
、
南
側
の
有

効
幅
が
取
れ
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

◎
そ
の
他
の
一
般
質
問

・
保
育
士
不
足
の
対
処

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
岩
沼
の

さ
ら
な
る
に
ぎ
わ
い
の
た
め
に

布
田　

恵
美

県
道
岩
沼
蔵
王
線
の
交
差
点
廃
止

植
田 

美
枝
子

一

問

一

答

方

式

に

よ

る

一

般

質

問

グリーンピア岩沼の入り口ゲート
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問　

小
中
学
校
体
育
館
の
夜
間
や
土
日

祝
日
に
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
一
般
団
体

が
使
用
し
て
い
る
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長　

学
校
開
放
は
、

事
前
に
団
体
登
録
を
義
務
付
け
て
お

り
、
平
成
28
年
度
は
66
団
体
が
登
録
し

て
い
ま
す
。
利
用
に
当
た
っ
て
は
、
学

校
教
育
に
支
障
の
な
い
範
囲
で
許
可
し

て
い
ま
す
が
、
利
用
者
同
士
の
混
乱
を

避
け
る
た
め
、
希
望
の
曜
日
や
時
間
帯

の
申
し
出
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

問　

数
年
前
に
他
市
町
村
の
方
々
が
参

加
す
る
大
会
や
練
習
会
が
何
の
連
絡
も

な
く
使
用
禁
止
と
さ
れ
た
。
な
ぜ
そ
の

よ
う
に
な
っ
た
の
か
。

教
育
次
長　

以
前
、
利
用
団
体
が
教
育

委
員
会
の
承
認
を
得
ず
、
大
会
を
開
催

し
た
こ
と
に
よ
り
、
駐
車
場
な
ど
の
問

題
で
学
校
に
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
多
く
の
方
が
集
ま
る
大
会
は
、
大

き
な
会
場
を
使
用
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

問　

仮
設
住
宅
が
撤
去
さ
れ
、
大
き
な

大
会
な
ど
で
、
他
市
町
村
か
ら
総
合
体

育
館
を
利
用
す
る
方
が
増
え
る
と
、
一

般
市
民
が
大
会
な
ど
を
開
催
す
る
場
所

が
少
な
く
な
る
。
学
校
体
育
館
の
貸
し

出
し
禁
止
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
低
下

す
る
の
で
は
な
い
か
。

教
育
次
長　

あ
く
ま
で
も
通
常
の
利
用

は
制
限
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
大
き
な
大

会
な
ど
の
利
用
を
ご
遠
慮
い
た
だ
く
と

い
う
こ
と
で
ご
理
解
願
い
ま
す
。

体
育
館
の
貸
し
出
し
考
え
て

問　

総
合
体
育
館
や
体
育
セ
ン
タ
ー
の

予
約
が
取
れ
な
い
と
き
、
学
校
施
設
が

あ
り
な
が
ら
貸
し
出
し
で
き
な
い
と
、

岩
沼
市
の
印
象
が
悪
く
な
る
と
思
う

が
、
今
後
、
他
市
町
村
の
方
々
が
参
加

す
る
大
会
や
練
習
会
を
行
う
場
合
、
学

校
体
育
館
の
貸
し
出
し
を
考
え
る
こ
と

は
で
き
な
い
の
か
。

教
育
長　

体
育
館
の
施
設
を
多
く
の
方

に
使
っ
て
い
た
だ
く
の
が
一
番
で
す
の

で
、柔
軟
に
対
応
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

各
団
体
が
近
隣
住
民
の
皆
さ
ん
に
ご
迷

惑
を
掛
け
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
、
貸
し
出
し
で
き
る
体
制
を
取
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

◎
そ
の
他
の
一
般
質
問

・
津
波
浸
水
表
示
板
等
の
設
置

問　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
関
す
る
情
報
連

携
に
活
用
さ
れ
る
Ｌ
Ｇ
Ｗ
Ａ
Ｎ
環
境
の

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
確
保
に
資
す
る
た

め
、「
Ｌ
Ｇ
Ｗ
Ａ
Ｎ
接
続
」
と
「
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
系
」
を
分
割
す
る
こ

と
と
な
っ
て
い
る
。
庁
舎
内
の
イ
ン
フ

ラ
整
備
に
関
わ
る
重
要
な
問
題
で
全
て

の
課
に
関
係
し
、
全
職
員
の
業
務
に
も

影
響
し
て
く
る
。

　

こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
現
状
と
取
り
組

み
を
伺
う
。

総
務
部
長　

総
務
省
の
指
針
を
踏
ま

え
、
Ｌ
Ｇ
Ｗ
Ａ
Ｎ
の
接
続
系
と
通
常
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
系
の
回
線
を
分

割
し
ま
す
。
そ
の
た
め
の
庁
内
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
再
編
を
今
年
度
中
に
行
う

予
定
と
し
て
い
ま
す
。

業
務
効
率
対
策
し
っ
か
り
と

問　

机
の
上
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
用
パ

ソ
コ
ン
と
業
務
用
パ
ソ
コ
ン
の
2
台
を

置
き
な
が
ら
業
務
を
進
め
る
と
い
う
現

状
に
な
り
、
業
務
効
率
が
悪
く
な
る
と

思
う
。
こ
の
こ
と
を
し
っ
か
り
と
考
え

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
う
が
ど
う
か

伺
う
。

総
務
部
長　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導

入
に
当
た
っ
て
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
確

保
が
最
優
先
で
あ
り
、
国
は
そ
の
シ
ス

テ
ム
の
運
用
を
求
め
て
き
て
い
ま
す
。

問　

出
先
機
関
も
Ｌ
Ｇ
Ｗ
Ａ
Ｎ
に
接
続

す
る
方
向
に
な
る
の
か
伺
う
。

総
務
課
長　

市
の
パ
ソ
コ
ン
は
、
全
て

Ｌ
Ｇ
Ｗ
Ａ
Ｎ
に
つ
な
が
り
ま
す
。

◎
そ
の
他
の
一
般
質
問

・
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
利
活
用

・
千
年
希
望
の
丘
交
流
セ
ン
タ
ー

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
強
化
対
策

菊
地　

忍

一

問

一

答

方

式

に

よ

る

一

般

質

問総合行政ネットワーク

公
共
施
設
の
運
営
と
使
用
等

酒
井　

信
幸
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問　

指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
す
る
場

合
の
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
。

総
務
部
長　

施
設
の
効
果
的
、
効
率
的

な
管
理
に
よ
る
経
費
の
節
減
、
民
間
事

業
者
な
ど
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
た
質

の
高
い
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
で
す
。

問　

現
在
、
指
定
管
理
者
制
度
で
運
営

さ
れ
て
い
る
施
設
は
何
件
か
。

総
務
課
長　

24
件
で
す
。

問　

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
で
具
体

的
に
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
っ
た
の
か
。

総
務
課
長　

具
体
的
に
は
集
会
所
な
ど

は
、
水
道
光
熱
費
や
小
規
模
修
繕
の
維

持
管
理
業
務
な
ど
を
担
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
方
が
管
理
し
て
い
ま
す
の
で
、

地
域
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
運
営
を
し
て

い
ま
す
。
福
祉
施
設
関
係
に
つ
き
ま
し

て
は
、
市
が
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
た
な
い
事

業
に
つ
い
て
委
託
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て

い
ま
す
の
で
、
運
営
や
ス
タ
ッ
フ
の
確

保
な
ど
大
変
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

問　

こ
れ
か
ら
も
指
定
管
理
者
制
度
を

積
極
的
に
活
用
し
て
い
く
の
か
。

市
長　

民
間
事
業
者
の
持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ

で
、
よ
り
効
果
的
あ
る
い
は
効
率
的
な

（
施
設
）
管
理
が
行
わ
れ
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
質
が
向
上
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

さ
ら
に
利
用
し
て
い
き
ま
す
。

問　

多
賀
城
市
立
図
書
館
の
よ
う
に
、

民
間
企
業
を
指
定
管
理
者
と
し
て
、
施

設
を
有
効
活
用
し
て
い
る
自
治
体
が
あ

る
が
ど
う
考
え
る
か
。

市
長　

視
点
が
全
く
違
っ
た
図
書
館
と

い
う
こ
と
で
（
現
地
で
説
明
を
受
け
）

大
い
に
学
び
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、

複
合
的
な
機
能
を
持
た
せ
た
公
共
施
設

を
造
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
の
だ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。

民
間
企
業
を
指
定
管
理
者
に

問　

総
合
体
育
館
、
陸
上
競
技
場
な
ど

で
民
間
企
業
を
指
定
管
理
者
と
し
て
、

サ
ー
ビ
ス
向
上
へ
つ
な
げ
て
は
ど
う
か
。

教
育
長　

メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を

考
え
な
が
ら
、
も
っ
と
も
っ
と
柔
軟
な

発
想
で
、
市
民
の
利
便
性
を
高
め
る
方

向
で
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

市
長　

総
合
体
育
館
、
そ
し
て
陸
上
競

技
場
を
含
め
て
、
体
育
施
設
の(

運
営

管
理
の)

見
直
し
も
必
要
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

◎
そ
の
他
の
一
般
質
問

・
仮
設
住
宅
跡
地
と
そ
の
活
用

問　

東
北
の
玄
関
口
仙
台
空
港
が
所
在

す
る
岩
沼
市
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
つ
い

て
基
本
的
な
認
識
を
伺
う
。

市
長　

今
後
、
観
光
交
流
人
口
は
拡
大

し
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
地
域
の
観
光

資
源
と
新
た
な
資
源
を
発
掘
し
て
い

き
、
い
ろ
い
ろ
な
広
域
的
な
連
携
を
考

え
な
が
ら
結
び
付
け
て
行
う
こ
と
で
、

今
後
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
の
可

能
性
が
広
が
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

問　

３
年
後
に
開
通
す
る
県
道
岩
沼
蔵

王
線
（
仮
）
志
賀
姥
ケ
懐
ト
ン
ネ
ル
が

開
通
す
る
。
村
田
町
や
蔵
王
町
と
新
た

な
広
域
連
携
の
可
能
性
を
模
索
、
検
討

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
民
経
済
部
長　

そ
の
件
も
視
野
に
入

れ
て
、
有
効
な
資
源
に
つ
い
て
は
、
い

ろ
い
ろ
な
連
携
を
積
極
的
に
進
め
て
い

き
ま
す
。

問　

今
、
外
国
人
に
と
て
も
人
気
の
あ

る
工
場
見
学
や
体
験
ツ
ア
ー
を
臨
空
工

業
団
地
な
ど
の
企
業
を
活
用
し
て
「
岩

沼
係
長
」
が
案
内
役
を
務
め
、
観
光
ツ

ア
ー
や
プ
ラ
ン
を
確
立
す
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
多
く
の
観
光
客
を
呼
び
込
む

こ
と
が
で
き
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
と
思
う
が
い
か
が
か
。

市
民
経
済
部
長　

今
の
よ
う
な
視
点
も

踏
ま
え
て
、
是
非
結
び
付
け
ら
れ
る
よ

う
に
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

積
極
的
な
取
り
組
み
が
必
要

問　

６
月
末
に
就
航
し
た
台
湾
の
Ｌ
Ｃ

Ｃ
を
活
用
し
て
、
積
極
的
に
台
湾
で
東

北
の
玄
関
口
で
あ
る
仙
台
空
港
が
所
在

す
る
岩
沼
市
や
地
元
企
業
の
Ｐ
Ｒ
を
、

市
が
主
導
で
行
う
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

市
長　

そ
の
通
り
だ
と
思
い
ま
す
。
仙

台
空
港
は
、
御
存
じ
の
よ
う
に
、
仙
台

空
港
と
い
う
ネ
ー
ミ
ン
グ
の
も
と
に
仙

台
市
、
名
取
市
、
岩
沼
市
、
そ
し
て
、

仙
台
の
経
済
界
が
連
携
し
て
売
り
出
し

て
い
ま
す
。
宮
城
県
と
一
体
で
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、
岩
沼
市
だ
け
で
Ｐ
Ｒ
を

行
う
の
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
、
今
後
は
、
市
が
ど
の
よ
う
な
方
法

で
売
り
込
む
か
を
戦
略
的
に
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

◎
そ
の
他
の
一
般
質
問

・
岩
沼
市
西
児
童
セ
ン
タ
ー

指
定
管
理
者
制
度

佐
藤　

淳
一

こ
れ
か
ら
の
商
工
観
光
振
興

佐
藤　

剛
太

一

問

一

答

方

式

に

よ

る

一

般

質

問
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問　

今
秋
か
ら
宮
城
県
で
も
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
が
運
航
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
航
に
当
た
り
、
特

に
ラ
ン
デ
ブ
ー
ポ
イ
ン
ト
（
救
急
隊
と

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
合
流
す
る
緊
急
離
着

陸
場
）
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
。

　

宮
城
県
で
は
、
こ
の
ラ
ン
デ
ブ
ー
ポ

イ
ン
ト
を
県
内
４
０
０
カ
所
程
度
を
確

保
す
る
目
標
と
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
岩
沼
市
の
ラ
ン
デ
ブ
ー
ポ

イ
ン
ト
は
何
カ
所
予
定
し
て
い
る
か
伺

う
。

消
防
長　

現
在
、
６
カ
所
を
候
補
地
と

し
て
い
ま
す
。
内
訳
は
、
①
岩
沼
市
陸

上
競
技
場
、
②
阿
武
隈
川
左
岸
の
河
川

敷
公
園
、
③
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
岩
沼
の
第

３
駐
車
場
、
④
ハ
ナ
ト
ピ
ア
岩
沼
の
駐

車
場
、
⑤
鍛
冶
公
園
、
⑥
県
立
支
援
学

校
岩
沼
高
等
学
園
の
校
庭
に
な
り
ま
す
。

広
報
活
動
の
充
実
必
要
で
は

問　

ラ
ン
デ
ブ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
市
民
に

丁
寧
に
説
明
す
る
べ
き
だ
と
思
う
が
ど

う
か
伺
う
。

消
防
長　

運
航
が
10
月
末
と
聞
い
て
い

ま
す
の
で
、
そ
の
前
に
県
政
だ
よ
り
で

お
知
ら
せ
を
す
る
話
を
聞
い
て
い
ま
す
。

そ
れ
を
確
認
し
な
が
ら
広
報
「
い
わ
ぬ

ま
」
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
市
民
に

周
知
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問　

広
報
紙
の
他
に
（
ラ
ン
デ
ブ
ー
ポ

イ
ン
ト
候
補
地
の
）
地
元
の
町
内
会
に

回
覧
な
ど
で
周
知
が
必
要
と
思
う
が
ど

う
か
伺
う
。

消
防
長　
（
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を
）
呼
ぶ

と
き
に
は
消
防
隊
が
広
報
し
ま
す
。
ま

た
、
砂
塵
や
騒
音
の
注
意
の
喚
起
を
し

ま
す
。（
地
元
町
内
会
に
は
）
そ
れ
で

対
応
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、

今
後
、
そ
の
よ
う
な
お
話
が
あ
れ
ば
、

検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問　

ラ
ン
デ
ブ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
周
知
と

と
も
に
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
へ
の
認
識
を
深

め
る
た
め
、
候
補
地
に
看
板
を
設
置
し

て
は
ど
う
か
伺
う
。

消
防
長　

必
要
に
応
じ
て
事
業
主
、
宮

城
県
と
ラ
ン
デ
ブ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
所
有

し
て
い
る
と
こ
ろ
と
検
討
し
な
が
ら
考

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◎
そ
の
他
の
一
般
質
問

・
上
水
道
事
業

・
熱
中
症
対
策

問　

平
成
30
年
度
に
は
、
小
学
校
と
特

別
支
援
学
校
の
小
学
校
の
部
、
31
年
度

か
ら
は
、
中
学
校
と
中
等
教
育
学
校
の

前
期
課
程
、
特
別
支
援
学
校
の
中
学
校

で
「
特
別
の
教
科
道
徳
」
の
検
定
教
科

書
を
用
い
た
授
業
が
順
次
実
施
さ
れ

る
。
教
育
行
政
の
方
針
と
し
て
、
望
ま

れ
る
道
徳
教
育
の
推
進
に
向
け
て
必
要

な
こ
と
は
何
か
伺
う
。

教
育
長　

学
習
指
導
要
領
の
趣
旨
を
押

さ
え
て
、
各
教
員
に
徹
底
し
な
が
ら
進

め
て
い
き
ま
す
。

道
徳
授
業
を
保
護
者
に
公
開

問　

教
育
長
に
は
、
重
点
目
標
を
持
つ

こ
と
。
ま
た
、
実
践
的
な
課
題
を
解
決

し
な
が
ら
教
え
て
い
く
こ
と
の
提
案
を

し
た
。道
徳
教
育
に
当
た
っ
て
は
、家
庭・

地
域
社
会
と
の
相
互
の
連
携
を
図
り
、

道
徳
授
業
を
積
極
的
に
公
開
す
る
ほ

か
、
保
護
者
参
加
型
の
授
業
の
実
践
、

地
域
教
材
の
開
発
・
活
用
な
ど
協
力
を

得
る
な
ど
、
相
互
の
連
携
を
図
る
こ
と

が
、
望
ま
れ
る
道
徳
教
育
の
推
進
に
向

け
て
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

市
長　

道
徳
本
質
の
問
題
と
捉
え
て
い

ま
す
。
人
格
あ
る
い
は
生
き
方
に
関
す

る
大
事
な
部
分
は
、
特
に
環
境
の
変
化

や
家
庭
環
境
、
経
済
的
な
環
境
、
そ
の

こ
と
が
大
き
く
影
響
し
ま
す
。
そ
れ
に

対
応
す
る
た
め
に
何
が
必
要
か
を
考
え

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。　

問　

教
科
化
に
向
け
た
評
価
の
在
り
方

に
つ
い
て
、
小
学
校
の
３
段
階
と
中
学

校
で
の
５
段
階
の
通
知
表
の
成
績
を
ど

の
よ
う
に
付
け
る
の
か
伺
う
。

教
育
長　

文
部
科
学
省
か
ら
は
、
記
述

式
で
子
ど
も
の
状
況
を
知
ら
せ
る
指
針

が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
保
護
者
に
説
明

し
、
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

問　

本
来
、
道
徳
と
は
、
家
庭
と
地
域

の
大
人
が
協
力
し
合
っ
て
行
う
仕
事
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

価
値
観
が
多
様
化
す
る
中
で
、
個
性
・

感
性
を
大
事
に
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ

る
。
教
員
が
研
究
し
、
子
ど
も
た
ち
の

価
値
観
を
理
解
し
な
が
ら
、
正
し
い
評

価
の
方
向
性
を
見
い
出
す
た
め
に
、
し

っ
か
り
と
準
備
す
る
べ
き
で
は
な
い
か

伺
う
。

市
長　

今
後
は
ど
う
評
価
を
し
て
い
く

の
か
、
推
移
を
見
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

長
田　

忠
広

道
徳
教
育
の
教
科
化

布
田　

一
民

一

問

一

答

方

式

に

よ

る

一

般

質

問
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問　

岩
沼
の
文
化
、
歴
史
を
中
心
と
し

た
多
言
語
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
な
ど

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

市
民
経
済
部
長　

統
一
し
た
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
今
、
固
め
つ
つ
あ
り
ま
す
。
次

の
段
階
に
多
言
語
で
作
成
で
き
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

問　

仙
台
空
港
と
定
期
便
が
あ
る
国
内

外
の
都
市
へ
の
観
光
案
内
な
ど
、
岩
沼

市
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
伺
う
。

副
市
長　

市
単
独
で
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
は
、
現
在
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

宮
城
県
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
仙
台
空
港

国
際
化
利
用
促
進
協
議
会
が
、
国
内
外

で
の
主
要
航
路
都
市
に
お
い
て
現
地
の

関
係
機
関
と
連
携
し
、
仙
台
空
港
の
利

用
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
う
い
っ
た
機
会
に
岩
沼
市
の
Ｐ

Ｒ
も
あ
わ
せ
て
で
き
る
よ
う
に
働
き
掛

け
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

問　

仙
台
空
港
に
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

も
し
く
は
観
光
案
内
ブ
ー
ス
な
ど
を
設

置
し
て
は
ど
う
か
伺
う
。

副
市
長　

仙
台
空
港
は
７
月
１
日
で
完

全
民
営
化
に
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
ま
で

は
計
画
の
全
容
を
話
せ
な
い
こ
と
を
聞

い
て
い
ま
す
。
運
営
事
業
者
で
あ
る
仙

台
国
際
空
港
株
式
会
社
の
取
り
組
み
を

見
守
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

観
光
客
対
応
の
人
材
育
成
を

問　

海
外
か
ら
の
観
光
客
に
対
応
で
き

る
よ
う
な
人
材
育
成
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
伺
う
。

市
民
経
済
部
長　

人
材
育
成
が
非
常
に

大
事
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
幸
い
岩
沼

市
は
、
こ
れ
ま
で
も
外
国
人
を
受
け
入

れ
て
い
ま
す
の
で
、
少
し
は
慣
れ
て
い

る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
と
い
う
点

で
は
ま
だ
ま
だ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

外
国
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
重
要
性
も
踏
ま
え
て
、
単
独
よ
り
は

広
域
で
、
ま
た
は
民
間
と
の
連
携
で
人

材
育
成
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
努
力
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◎
そ
の
他
の
一
般
質
問

・
認
知
症
状
対
策

観
光
（
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
）
対
策

髙
橋　

光
孝

議員の税等の納付状況（平成27年度分）
税目等

議員氏名 市県民税 固定資産税 ･
都市計画税 国民健康保険税 軽自動車税 上下水道料金

佐　藤　剛　太 ○ ○ ‒ ○ ○
菊　地　　　忍 ○ ○ ‒ ○ ‒
髙　橋　光　孝 ○ ○ ‒ ○ ‒
植　田　美枝子 ○ ○ ○ ○ ‒
佐　藤　淳　一 ○ ‒ ‒ ‒ ‒
大　友　　　健 ○ ○ ○ ‒ ○
布　田　恵　美 ○ ‒ ‒ ○ ‒
酒　井　信　幸 ○ ○ ○ ‒ ○
須　藤　　　功 ○ ○ ○ ‒ ○
渡　辺　ふさ子 ○ ○ ‒ ‒ ‒
佐　藤　一　郎 ○ ○ ○ ○ ○
国　井　宗　和 ○ ○ ○ ‒ ○
布　田　一　民 ○ ○ ○ ‒ ‒
長　田　忠　広 ○ ○ ○ ○ ○
飯　塚　悦　男 ○ ○ ○ ○ ○
沼　田　健　一 ○ ○ ○ ‒ ○
櫻 井   隆 ○ ○ ○ ○ ○
森　　　繁　男 ○ ○ ○ ○ ○

※「○」＝完納　「―」＝納税等の義務なし

一

問

一

答

方

式

に

よ

る

一

般

質

問
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◆
発
議
案
第
３
号　

植
田
美
枝

子
議
員
に
対
す
る
懲
罰
動
議

不
誠
実
な
態
度
に
終
始

　

植
田
美
枝
子
議
員
は
４
月
25

日
に
開
催
さ
れ
た
教
育
民
生
常

任
委
員
会
を
ハ
ワ
イ
旅
行
の
た

め
欠
席
し
ま
し
た
。

　

３
月
１
日
の
同
委
員
会
で
、

５
月
に
行
わ
れ
る
行
政
調
査
の

事
前
研
修
会
の
開
催
予
定
日
を

委
員
長
に
一
任
し
た
に
も
関
わ

ら
ず
、
事
前
研
修
の
委
員
会
を

欠
席
し
、
帰
国
後
に
開
催
さ
れ

た
同
委
員
会
に
お
い
て
は
、
反

省
も
お
詫
び
も
せ
ず
、
終
始
自

己
主
張
を
繰
り
返
す
不
誠
実
な

態
度
で
あ
っ
た
。

　

以
上
を
踏
ま
え
、
飯
塚
悦
男

議
員
、
国
井
宗
和
議
員
、
佐
藤

一
郎
議
員
か
ら
左
に
示
し
た
と

お
り
懲
罰
動
議
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

反
対
討
論
①
「
海
外
に
行
く

こ
と
が
公
務
欠
席
の
理
由
に
な

っ
て
い
る
。
市
議
会
で
弁
明
し

た
議
会
運
営
委
員
会
の
中
身
を

全
く
調
査
せ
ず
、
懲
罰
は
全
く

お
か
し
い
」

　

賛
成
討
論
①
「
会
派
の
会
長

（
大
友
健
議
員
）は「
公
務
優
先
」

と
言
っ
て
い
る
。
ま
た
、
会
議

の
内
容
を
認
識
し
て
い
な
い
な

ど
、
議
会
を
侮
辱
す
る
行
為
は

言
語
道
断
だ
」

　

反
対
討
論
②
「
事
前
研
修
を

認
識
し
て
い
な
い
こ
と
は
、
新

人
と
は
い
え
不
備
が
あ
る
が
、

１
回
の
公
務
欠
席
で
懲
罰
は
重

す
ぎ
る
」

　

採
決
で
は
、
13
対
３
の
賛
成

多
数
で
陳
謝
の
懲
罰
が
可
決
さ

れ
、
植
田
美
枝
子
議
員
は
、
本

会
議
に
お
い
て
陳
謝
文
（
下
の

と
お
り
）
を
読
み
上
げ
、
謝
罪

し
ま
し
た
。

植
田
美
枝
子
議
員
へ
陳
謝
の
懲
罰

陳　謝　文
　私は、行政調査の事前研修を行う教育民生常任委員会
を、あらかじめ開催日程が４月21日、同月25日、同月26
日の３案示されていたにもかかわらず、それを認識せず
ハワイ旅行に行き、欠席しました。

　今後は、議員の職責をしっかりと認識し、市民に疑惑
を抱かれる一切の行動を行わず、他人に責任をなすりつ
けることなく全て自らの責任で市民の負託に応えるよう
議員活動を行っていきます。

　ただいま宣言したことに背く言動があったと議会で判
断されたときは、厳罰に処される覚悟ですので、今回、私
のために奔走された議員の皆様にご迷惑をかけたこと、ま
た、議会の品位をけがしてしまったことについてはお許
しいただきたいと存じます。

　誠に申し訳ございませんでした。

植田美枝子議員に対する懲罰動議
　植田美枝子議員は、本年4月25日に開催された
教育民生常任委員会を海外旅行のため欠席をし
た。市民から多くの期待を寄せられている議員
は、議会活動を優先すべきであり、また、植田
美枝子議員が所属している会派・いわぬまアシ
スト（大友健会長）の口癖が「公務優先」であ
ります。
　しかし植田美枝子議員は、2月定例会最終日に
おいて事前研修の日程案を4月21日、同月25日、
同月26日の3案も示され、委員長、副委員長に一
任したにも関わらず、ゴールデンウイーク前の
長期にわたり海外へ旅行したことで委員会の重
要な活動である行政調査の事前研修（教育民生
常任委員会）を欠席し、帰国後に開催された委
員会においては、自らの行いを詫びることもなく
不誠実極まりない釈明を行い、自らの責任を感
じることなく事実を曲解して一方的に委員長を
糾弾するなど、前代未聞の珍事を引き起こした
としか言いようがありません。
　まさに、会議規則第142条に規定する議会の
品位をけがすものであり、悪例を阻止するため
にも断固として許されるべきものではありませ
ん。また、公務優先のため私事を取りやめるな
ど自らを犠牲にしてきた全ての議員の職にあっ
た方々に対し大変失礼な振る舞いでもあります。
　さらに植田美枝子議員は、前回の2月定例会に
おいて請願の紹介議員であるにも関わらず表決
の際賛成をしなかったことについて、議長から
「不注意な表決態度によって、議員ひいては議会
に対する市民の負託、あるいは疑惑を生じさせ
ないように、議員としては責任をもって表決、つ
まり賛否の意思表示をしっかりとされるよう」厳
重注意を受けたばかりであります。ほとぼりが
冷めぬ間に、引き続き市民への背信行為を行う
ことは言語道断であり、議員としての認識の甘
さが露呈しているとしか言いようがありません。
　議員の職責及び議会の責務に照らしても議会
の品位を尊重すべきことは当然であるとともに、
市民の議会に対する誤った理解を生じさせない
ようにするためにも議会の品位を守る必要があ
ります。
　よって、地方自治法第135条第2項及び会議規
則第151条第1項の規定により、植田美枝子議員
に対し懲罰を要求するものであります。

ハワイ旅行で公務欠席
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市議会だより　9月号

い
わ
ぬ
ま

市
議
会
だ
よ
り

2
0
16・

9
第133

号

発
行
／
岩
沼
市
議
会

〒
989－

2480　
宮
城
県
岩
沼
市
桜
一
丁
目
６
番
20号

☎
0223（

22）1111（
代
表
）　
内
線
 272・

273
印
刷
／
株
式
会
社
ソ
ノ
ベ

編
集
／
議
会
広
報
特
別
委
員
会

メ
ー
ル
　
  k-gikai@

city.iw
anum

a.m
iyagi.jp

H
P　
http://w

w
w
.gikai-iw

anum
a.jp/

見
や
す
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

フ
ォ
ン
ト
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

植
物
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
、
環
境
に
や
さ
し
い

水
な
し
印
刷
方
式
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

次の定例会は９月６日（火）開会、
一般質問は、12日（月）・13日（火）・14日（水）に行われる予定です。
議会を傍聴しませんか。
岩沼市議会では、本会議及び委員会等を公開していますので傍聴ができます。

大
友
健
議
員
・
４
度
目
の
懲
罰
動
議

◆
発
議
案
第
４
号　

大
友
健
議

員
に
対
す
る
懲
罰
動
議

委
員
会
を
混
乱
さ
せ
る

　

大
友
健
議
員
は
、
６
月
21
日

の
議
会
運
営
委
員
会
で
植
田
美

枝
子
議
員
が
本
会
議
で
謝
罪
し

た
件
に
つ
い
て
「
読
み
上
げ
た

の
は
事
実
で
す
。
し
か
し
、
読

み
上
げ
ら
れ
た
中
身
に
書
い
て

あ
る
こ
と
は
事
実
と
は
限
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
か
ら
、
読
み
上
げ

な
け
れ
ば
次
の
懲
罰
が
あ
り
ま

す
。
こ
う
い
う
こ
と
を
政
治
的

妥
協
と
言
い
ま
す
。
政
治
的
に

妥
協
し
た
ん
で
す
」と
発
言
し
、

植
田
美
枝
子
議
員
の
発
言
と
は

異
な
る
発
言
を
し
て
同
委
員
会

を
混
乱
さ
せ
ま
し
た
。

　

こ
の
発
言
は
、
議
会
の
自
浄

作
用
で
あ
る
規
律
を
遵
守
せ

ず
、
会
議
規
則
第
１
４
２
条
に

規
定
す
る
品
位
の
保
持
を
真
っ

向
か
ら
否
定
す
る
議
会
の
権
威

を
揺
る
が
す
も
の
で
あ
っ
た
と

認
め
ら
れ
る
と
さ
れ
、
沼
田
健

一
議
員
、
国
井
宗
和
議
員
、
佐

藤
淳
一
議
員
か
ら
、
左
に
示
し

た
と
お
り
の
懲
罰
動
議
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
懲
罰
動
議
は
、
継
続
審

査
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
友
健
議
員
は
、
平
成
24
年

９
月
に
は
陳
謝
及
び
出
席
停
止

の
懲
罰
を
、
25
年
３
月
に
は
陳

謝
の
懲
罰
を
議
会
か
ら
科
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

請

願

◆
請
願
２
号　

議
会
の
情
報
発

信
と
情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ

Ｔ
）
活
用
の
推
進
に
つ
い
て

の
請
願

　

◎
請
願
者　

澤
田
裕
輔

　

本
請
願
は
、
議
会
広
報

特
別
委
員
会
で
審
査
。
本

会
議
に
お
い
て
委
員
長
報

告
の
と
お
り
採
択
さ
れ
ま

し
た
。

大友健議員に対する懲罰動議
　大友健議員は、植田美枝子議員がハワイ旅行へ行き欠席し
た懲罰の陳謝文を本年６月14日の本会議において読み上げた
ことについて、それは「政治的妥協」であり本意ではない旨
の発言を６月21日の議会運営委員会においてしました。　
　発言内容は「読み上げたのは事実です。しかし、読み上げ
られた中身に書いてあることは事実とは限りません。それか
ら、読み上げなければ次の懲罰であります。こういうのを政
治的妥協と言います。政治的に妥協したんです」と発言して
おります。会派の会長の発言としてはかなり重い発言である
と思います。しかしながら、植田美枝子議員は政治的発言と
は言っておらず、相矛盾しております。
　昨今、議会の秩序を乱し、品位を損なうような事件が不本
意ながら度々起きています。決定した議会の意思（議決）は
もはや議員個々の意思から独立し、議会全体の統一した意思
となります。たとえ、議決と異なる意思を表明した議員がい
ても議会の構成員である以上懲罰の宣告を受けたときから議
決に従わなければなりません。また、発言した事実に対して
は自ら責任を負うべきことは当然であり、その内容いかんに
よっては懲罰の対象とされることもあります。
　今般の議会運営委員会において大友健議員は、植田美枝子議
員が述べた事実とは相反する発言をし、同委員会を混乱させま
した。またその発言は、議会の自浄作用である規律を遵守せず、
会議規則第１４２条に規定する品位の保持を真っ向から否定
する議会の権威を揺るがすものであったと認められます。
　よって、地方自治法第１３５条第２項及び会議規則第１５
１条第１項の規定により、大友健議員に対し懲罰を要求する
ものであります。

請
願
の
要
旨

１ 

Ｗ
ｅ
ｂ
を
利
用
し
た
議
会

の
情
報
発
信
に
つ
い
て
、

他
自
治
体
を
調
査
研
究
し
、

費
用
対
効
果
を
考
慮
し
た

新
た
な
情
報
発
信
（
Ｓ
Ｎ

Ｓ
、
Ｗ
ｅ
ｂ
を
活
用
）
を

推
進
す
る
こ
と
。

２ 

情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）

を
活
用
し
、
議
会
の
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
化
な
ど
に
よ
る

環
境
へ
の
負
荷
軽
減
や
議

会
の
コ
ス
ト
削
減
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
く
こ
と
。

３ 

見
え
に
く
い
と
言
わ
れ
て

い
る
議
員
の
活
動
を
透
明

化
す
る
た
め
、
市
の
行
事

な
ど
へ
の
参
加
活
動
状
況

を
１
に
よ
り
情
報
発
信
す

る
こ
と
。




